
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！

・・・大 蛇 可能な限り出して頂きます須佐之男命
足 名 椎
手 名 椎
奇 稲 田 姫

・・・
・・・
・・・
・・・

前  翔 太
藤 井  英 昌
山 村  真 理
伊 藤  夏 海

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

中 川  克 也
井 上  亮
是 角  健 二
川本  喜美代

　古事記の神話を神楽化したもので、昔、高天原を追われた須佐之男命が、出雲の国・簸の川上で嘆き悲しんでいる足
名椎（爺）・手名椎（婆）の老いた夫婦と奇稲田姫（くしいなだひめ=八人目の姫）に出会い、その訳を聞き、命は大蛇退
治を決意します。
　足名椎・手名椎に毒酒を造らせ、やがて現れた大蛇はその酒を飲み酔い伏して眠ってしまいます。命は酔い伏した
大蛇を大格闘の末退治します。
　この時、大蛇の尾から出てきた一降りの剣を、命は「天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）」と名付け天照大御神に捧
げ、めでたく奇稲田姫を妻とするという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）

・・・
・・・
・・・

滝 夜 叉姫
夜 叉 丸
蜘 蛛 丸

前  翔 太
森 藤  大 輝
栗 栖  隆 治

・・・
・・・

大宅中将光圀
山 城 光 成

井 上  亮
森 岡  佑 太

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

田 坂  真 吾
芳 信  智 也
藤 井  英 昌
川本  喜美代

　藤原秀郷（ふじわらのひでさと）、平貞盛（たいらのさだもり）に討たれ、平将門（たいらのまさかど）は無念を最期を迎えます。
将門の娘・五月姫は、父の無念を晴らすため貴船の社に祈願し、満願の日、貴船の神から妖術を授かり名を滝夜叉姫と改めます。
　下総の国に立ち返り、多数の手下を集め、朝廷に背き天下に災いをもたらすようになったため、大宅中将光圀（おおやのちゅうじ
ょうみつくに）が勅命を奉じ、陰陽の秘術を使い、激しい戦いの末、見事、滝夜叉姫を征伐するという物語です。

第一幕『滝夜叉姫』（たきやしゃひめ）

山王神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
　明治中期に地元、山末神社氏神祭に神楽を奉納するため、神社周辺の人々によって「下本地神楽団」として発足した当神楽
団は、昭和25年、神社に奉られている「山王権現」から名を頂き「山王神楽団」となり、現在に至ります。近年においては、ロシ
ア・サンクトペテルブルグ建都300周年に千代田混成神楽団の一団体として参加しました。また、日韓芸術交流公演で韓国の
コリアンファンタジーとともに、国立劇場にて公演させていただいたりと、県外の公演にも力をそそいでおります。
　練習の都度、あるいは公演の都度「演技の枠をかたむけて」を目標に、今後も芸の修得に取り組み、伝承、保存に努めてま
いります。ご支援、ご指導の程、宜しくお願い申し上げます。

さんおうかぐらだん


